
6

7-2 騒音予測条件7-2-2 建設機械の稼動による騒音の影響機種 規格等 A特性音響パワーレベル(dB) ⊿L(dB)バックホウ 0.25m3 101 5バックホウ 0.7m3 102 5バックホウ 1.6m3 104 5バックホウ 2.0m3 106 5ブルドーザー 7ｔ 99 5ブルドーザー 21ｔ 101 5ブルドーザー 32ｔ 104 5ダンプトラック 4t・10ｔ 100 5ダンプトラック 32ｔ 107 5振動ローラ 10ｔ 107 4
31

7-2 騒音予測結果7-2-2 建設機械の稼動による騒音の影響東側の住宅については、施行位置と住宅の位置が近接しているため、環境保全措置(高さ3mの遮音壁)を講じる。
32

7-2 騒音予測結果7-2-2 建設機械の稼動による騒音の影響東側の住宅については、施行位置と住宅の位置が近接しているため、環境保全措置(高さ3mの遮音壁)を講じる。
33

7-2 騒音評価7-2-2 建設機械の稼動による騒音の影響
34

7-2 騒音環境保全措置7-2-2 建設機械の稼動による騒音の影響
35

7-2 騒音予測条件7-2-3 車両の走行による騒音の影響東行き 西行き 合計 東行き 西行き 合計 東行き 西行き 合計7:00 2 2 4 4 4 8 0 0 08:00 2 0 2 4 0 4 10 0 109:00 3 4 7 5 7 12 10 10 2010:00 4 5 9 7 9 16 10 10 2011:00 3 2 5 5 4 9 10 10 2012:00 3 0 3 5 0 5 10 10 2013:00 1 0 1 2 0 2 10 10 2014:00 2 4 6 4 7 11 10 10 2015:00 8 3 11 14 5 19 10 10 2016:00 5 12 17 9 21 30 0 10 1017:00 0 1 1 0 2 2 0 0 0合計 33 33 66 59 59 118 80 80 160
工事関連車両時間帯 廃棄物運搬車両現況の施設関連交通量 将来の施設関連交通量廃棄物運搬車両工事関連車両が最も多くなるのは、浸出水処理施設のコンクリート打設を行う時期であり、最大でコンクリートミキサー車75台、その他車両5台を計画

36
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7-2 騒音予測結果
評価
7-2-3 車両の走行による騒音の影響

37

7-2 騒音環境保全措置7-2-3 車両の走行による騒音の影響
38

7-3 振動7-3-1 現況調査結果道路交通振動地盤卓越振動数交通量走行速度↓平日の昼間、夜間、土曜日の昼間、夜間ともに全て25dB未満であり、第2種区域の要請限度を下回った。
39

7-3 振動7-3-1 現況調査結果環境振動平日の昼間が25dB未満～30dB、夜間が25dB未満～25dB、土曜日は昼間、夜間とも25dB未満～25dBであった。
40

7-3 振動予測条件7-3-2 建設機械の稼動による振動の影響機種 規格 振動レベル(dB) 基準距離(m)バックホウ 0.25m3 52 7バックホウ 0.7m3 58 7バックホウ 1.6m3 61 7バックホウ 2.0m3 61 7ブルドーザー 7ｔ 63 7ブルドーザー 21ｔ 63 7ブルドーザー 32ｔ 63 7ダンプトラック 4t・10ｔ 56 5ダンプトラック 32ｔ 69 5振動ローラ 10ｔ 71 7
41

7-3 振動予測結果7-3-2 建設機械の稼動による振動の影響
評価

42
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7-3 振動環境保全措置7-3-2 建設機械の稼動による振動の影響
43

7-3 振動予測条件7-3-3 車両の走行による振動の影響東行き 西行き 合計 東行き 西行き 合計 東行き 西行き 合計7:00 2 2 4 4 4 8 0 0 08:00 2 0 2 4 0 4 10 0 109:00 3 4 7 5 7 12 10 10 2010:00 4 5 9 7 9 16 10 10 2011:00 3 2 5 5 4 9 10 10 2012:00 3 0 3 5 0 5 10 10 2013:00 1 0 1 2 0 2 10 10 2014:00 2 4 6 4 7 11 10 10 2015:00 8 3 11 14 5 19 10 10 2016:00 5 12 17 9 21 30 0 10 1017:00 0 1 1 0 2 2 0 0 0合計 33 33 66 59 59 118 80 80 160
工事関連車両時間帯 廃棄物運搬車両現況の施設関連交通量 将来の施設関連交通量廃棄物運搬車両工事関連車両が最も多くなるのは、浸出水処理施設のコンクリート打設を行う時期であり、最大でコンクリートミキサー車75台、その他車両5台を計画

44

7-3 振動予測結果
評価
7-3-3 車両の走行による振動の影響

45

7-3 振動環境保全措置7-3-3 車両の走行による振動の影響
46

7-4 悪臭7-4-1 現況調査結果特定悪臭物質臭気指数(臭気濃度)春季、夏季、秋季、冬季における敷地境界及び周辺6地点の特定悪臭物質濃度は、全ての項目が順応地域の規制基準を下回る値であった。また、臭気指数は10未満であった。悪臭が最も発生しやすい下水汚泥を投入した直後の風下側直近地点及び50m離れた地点の2地点の臭気指数は、直近地点で11～26、50ｍ離れた地点で10未満～14であった。
47

7-4 悪臭予測結果
評価
7-4-2 廃棄物の埋立てによる影響◇現在の処分場における埋立対象物は拡張後も同様である。◇悪臭の現地調査結果は、特定悪臭物質(22物質)及び臭気指数(臭気濃度)は全て規制基準を下回っている。◇拡張後に受け入れる廃棄物の品目は現在の処分場と同じであることから、特定悪臭物質(22物質)及び臭気指数(臭気濃度)は現地調査結果と同程度になり、規制基準を満足し、臭気指数(臭気濃度)は10未満になると予測される。◇悪臭が最も発生しやすい下水汚泥を投入した直後の風下側の臭気指数は、直近地点で11～26、50ｍ離れた地点で10未満～14であり、距離によって減衰する傾向が認められる。◇拡張後の埋立処分区域は、現在の埋立処分区域の南東側になり、最も近接する東側集落までの距離は約250mであることから、下水汚泥の投入時においても周辺集落における臭気指数(臭気濃度)は10未満になると予測される。◇悪臭の拡散については、風向、風速等の気象条件が関連しており、不確実性を伴うことから、後述のとおり環境保全措置を実施する。特定悪臭物質(22物質)及び臭気指数(臭気濃度)は現地調査結果と同程度になり、規制基準を満足すると考えられることから、基準又は目標との整合が図られているものと評価する。

48
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7-4 悪臭環境保全措置7-4-2 廃棄物の埋立てによる影響
49

7-5 水質7-5-1 現況調査結果河川の水質◇生物化学的酸素要求量(BOD)曽我川No.2の秋季及び冬季、曽我川No.3の冬季、補足調査の処理水放流河川が、環境基準(5mg/L以下)を超過した。
50

7-5 水質7-5-1 現況調査結果河川の水質◇浮遊物質量(SS)と溶存酸素量(DO)全地点で環境基準(SS：50mg/L以下、DO：5mg/L以上)を満足した。◇健康項目1,4-ジオキサンについては、補足調査の処理水放流河川が環境基準(0.05mg/L以下)を超過した。他の項目については、全地点で環境基準を満足した。◇ダイオキシン類全地点で環境基準(1pg-TEQ/L)を満足した。◇その他項目(排水基準項目)溶解性鉄が補足調査時に全地点で検出され、溶解性マンガンが処理水合流後の曽我川No.2と曽我川No.3及び処理水放流河川で検出された。溶解性鉄、溶解性マンガン以外の項目は全地点で定量下限値未満であった。
51

7-5 水質7-5-1 現況調査結果水処理施設の放流水既存の水処理施設放流水は、毎月1回の水質調査を実施している。◇水素イオン濃度(pH)排水基準(5.8～8.6)を満足している。◇生物化学的酸素要求量(BOD)年平均値は、排水基準(60mg/L以下)を満足している。◇1,4-ジオキサン年平均値は、排水基準(0.5mg/L以下)を満足している。◇その他の項目全て排水基準を満足している。
周縁の地下水◇電気伝導率年平均値は、No.2井戸の方がNo.1井戸よりやや高い値であった。◇塩化物イオン年平均値は、 No.2井戸の方がNo.1井戸よりやや高い値であった。◇その他の項目両井戸ともに周縁地下水の基準を満足している。

52

7-5 水質7-5-1 現況調査結果降雨時の濁水◇小雨時の調査17時から18時にかけての降雨(2.5mm/h)により、処理水放流河川が高い値となり、SSのピークは610mg/Lであった。これは河床に堆積した泥等が一時的に流出したものと考えられる。調査開始から終了までの降水量は7.5mm、時間最大雨量は2.5mmであった。◇豪雨時の調査7時頃の降雨(8mm/h)により各地点ともピークとなり、No.1(処理水合流前)が最も高く780mg/L、処理水放流河川が最も低く400mg/Lであった。調査開始から終了までの降水量は38.5mm、時間最大雨量は8mmであった。
53

7-5 水質予測条件7-5-2 降雨時における水の濁りによる影響調整池の流域面積雨水流出係数種類 面積流域全体面積 239,700㎡現在の埋立地(浸出水処理施設に流入) 68,978㎡調整池流域面積 170,722㎡ 項目 諸元調整池容量 14,074㎥調整池の容量種類 雨水流出係数開発区域(裸地) 0.5非開発区域(植栽有り) 0.3 近似式：y = 420.77x-0.406050100150200 10 100 1000 10000SS（ｍｇ/l） 滞留時間（分）平均値 近似式沈降試験結果
54
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7-5 水質予測条件（降雨強度）7-5-2 降雨時における水の濁りによる影響ケース 設定値 備考ケース1 3mm/h 降雨時に人間活動がみられる日常的な降雨ケース2 30mm/h 各年の1時間最大降水量の代表値ケース3 46.5mm/h 過去10年間の1時間最大降水量年 日最大 1時間最大 ≧1mm ≧10mm ≧30mm ≧50mm ≧70mm ≧100mm2004 1,363 57 33 114 52 11 2 0 02006 1,370 68 資料不足値 134 47 9 2 0 02007 1,189 71 32 118 35 8 3 1 02008 1,304 78 46.546.546.546.5 121 47 8 2 1 02009 1,502 92 33.5 113 47 12 4 3 02010 1,550 82 28.5 113 58 11 4 1 02011 1,620 76.5 31 117 46 15 7 2 02012 1,452 97 35 128 41 15 3 2 02013 1,478 128 39 100 39 13 6 3 22014 1,106 118.5 20 113 34 8 1 1 1注）2005年は統計資料不足のため除外した。出典：「気象統計情報」(気象庁ホームページ)
降水量(mm) 各階級の日数観測年 予測ケース五條気象観測所における降水量

55

7-5 水質予測結果7-5-2 降雨時における水の濁りによる影響
 曽我川 ★ 現地調査 No.1地点 予測地点 (現地調査No.3地点) ★ ★ 小 河 川 予測地点 (現地調査No.2 地点) 調整池 (対象事業実施区域) 注)矢印は河川水の流下方向を示す。 評価降雨時における濁水に係る基準は定められていないことから、目標は現況の濃度（現地調査結果におけるSS）とした。洪水調整池からの濁水が流入する曽我川におけるSS予測値は、現況を下回る濃度となっている。このため、基準又は目標との整合は図られているものと評価する。

56

7-5 水質環境保全措置7-5-2 降雨時における水の濁りによる影響
57

7-5 水質7-5-3 水処理施設の放流水による影響予測条件項目 単位 計画処理水質(浸出水処理施設放流水) 【参考】現施設の放流水質(平成24～26年度の年平均値)処理水量 ｍ3/日 450 －ＢＯＤ mg/L 10 6.2～8.6ＳＳ mg/L 10 7.0～7.6ダイオキシン類 pg-TEQ/L 1 0.00061～0.060計画処理水質及び水量
項目 単位 現況水質(曽我川)No.2 No.3流量 ｍ3/日 2,419(0.028ｍ3/s) 2,765(0.032ｍ3/s)ＢＯＤ mg/L 5.0 5.3ＳＳ mg/L 4.0 3.0ダイオキシン類 pg-TEQ/L 0.44 0.45予測地点(曽我川)の現況水質及び流量

58

7-5 水質予測結果7-5-3 水処理施設の放流水による影響
 曽我川 ★ 現地調査 No.1地点 予測地点 (現地調査 No.3地点) ★ ★ 小 河 川 予測地点 (現地調査 No.2地点) 浸出水処理施設 (対象事業実施区域) 注)矢印は河川水の流下方向を示す。 評価

59

7-5 水質環境保全措置7-5-3 水処理施設の放流水による影響
60


